
日清オイリオグループ CSR報告書

「おいしさ・健康・美」を追求する

 私たちの社会的責任

フルレポート
2013



2

CONTENTS
編集方針  4
会社概要  6
トップコミットメント  8
特集1　 毎日の食卓に“ 植物のチカラ®”をお届けするために、

ものづくりの「現場力」を強化する。  10
特集2　 トップアスリートから子どもたちまで、

バランスの良い食事と運動の大切さを伝えていく。  14
CSR活動の課題・実績・評価  18
日清オイリオグループのCSR
　　CSRの基本方針  20
　　CSRマネジメント  21
CSRを支える基盤
　　コーポレート・ガバナンス  25
　　コンプライアンスについて  28
　　リスクマネジメント  31
お客様のために
　　安全と安心のために  37
　　お客様の声を活かす取り組み  46
取引先とともに  54
株主・投資家の皆様とともに  56
従業員とともに
　　人材の育成とキャリアデザイン構築  59
　　公平・公正で働きやすい職場づくり  63
社会のために
　　社会とのコミュニケーション  66
　　お客様、地域社会との交流  74
　　スポーツ振興を通じた健康への貢献  77
　　食育への取り組み  80
　　生活科学研究室の活動  81
環境のために
　　環境マネジメント  83
　　環境目標と実績  88
　　生産部門における環境負荷の状況  90
　　低炭素社会実現への取り組み  92
　　資源循環社会実現への取り組み  104
　　地域環境保全への取り組み  107
　　環境関連投資・費用・効果  110
第三者意見  112
GRIガイドライン対照表  113
CSR報告書2012アンケート結果  119
読者アンケート  122



日清オイリオグループ
CSR報告書20133

すべては、「　　　　　　  」から。

日清オイリオグループのコーポレートステートメントは「　　　　　　　」。

わたしたちの事業は、植物資源の可能性を最大限に引き出し、人々の生活をさら

に豊かにすることです。

植物がもつ3つのチカラ、「おいしくするチカラ」「健康にするチカラ」「美しく

するチカラ」は、人や事業を動かすチカラでもあるのです。

わたしたちの行動と事業のベースは、常に「　　　　　　　」です。

コーポレートステートメント

経営理念

企業価値の追求と、その最大化を通じた人々・社会・経済の発展への貢献

「おいしさ・健康・美」の追求をコアコンセプトとする創造性、発展性ある
事業への飽くなき探求

社会の一員としての責任ある行動の徹底

1.

2.

3.

コアプロミス

日清オイリオグループは、健康的で幸福な「美しい生活」（Well-being）を提案・

創造いたします。そのために私たちは、無限の可能性をもつ植物資源と、最高の

技術によって、あなたにとって、あったらいいなと思う商品・サービスを市場に

先駆けて創り続け、社会に貢献することを約束いたします。
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編集方針
　当社グループは、“植物のチカラ®”で新たな価値を創造し続ける国際的な企業グループとして

社会の発展に貢献することを目指し、10ヵ年経営基本構想“GROWTH10（グロース・テン）”に取

り組んでいます（詳しくはP.24参照）。

　“GROWTH10 フェーズⅡ”の最終年度となる2013年にあたって、ステークホルダーの皆様に

グローバルな展開をすすめる当社グループのCSR（Corporate Social Responsibility：企業の社

会的責任）の取り組みを報告します。

情報開示の方法
　2012年度（2012年4月～ 2013年3月）の取り組みを報告する『CSR報告書2013』は、「ハ

イライト」と「フルレポート」の2つの形態を通じて情報を開示しています。

　・『CSR報告書2013　ハイライト』（冊子、PDF、デジタルブック）

　　ステークホルダーの皆様に特にお伝えしたいことや、2012年度の新たな取り組みを中心に報告

　・『CSR報告書2013　フルレポート』（PDF）

　　各CSR活動の方針や実績、環境パフォーマンスデータなど、CSRの取り組み全体を詳しく報告

　『CSR報告書2013　ハイライト』は、日清オイリオグループホームページから冊子版を請求で

きます。

　『CSR報告書2013　ハイライト』『CSR報告書2013　フルレポート』はいずれも日清オイリ

オグループホームページにPDFを掲載しています。
日清オイリオグループホームページ： http://www.nisshin-oillio.com

報告書の構成
　この報告書では、社長による「トップコミットメント」のほか、特集記事として、安全で安心でき

る商品を安定的に提供するための製造現場における取り組みや、トップアスリートに対する食事・

栄養サポートをはじめとしたスポーツ振興事業を掲載しています。また、2012年度におけるステー

クホルダーごとの主な取り組みについても紹介しています

　巻末では、本報告書の「GRIサステナビリティ レポーティング ガイドライン 2006」（第3版）お

よび、国連グローバル・コンパクトの10原則との対照表を当社の解釈に基づき作成、掲載しています。

　より読みやすい報告書とするために、ユニバーサルデザインに配慮した誌面づくりを行っています。

報告範囲
　日清オイリオグループ株式会社と連結子会社（国内・海外）を含むグループ全体を対象として

います。ただし、環境パフォーマンスデータと一部の取り組みについては、日清オイリオグルー

プ株式会社単体を対象としています。（報告書中での表記について、日清オイリオグループ株式

会社単体を「当社」、日清オイリオグループ株式会社と連結子会社［国内・海外］を含むグルー

プ全体を「当社グループ」としています。）

編集方針
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報告対象期間
　2012年4月1日～ 2013年3月31日

　 一部に当該期間外の取り組みが含まれています。組織・役職名は2013年6月末現在のものを

記載しています。

発行
　2013年7月　『CSR報告書2013　ハイライト』

　2013年7月　『CSR報告書2013　フルレポート』

　（前年度：2012年7月、次年度：2014年7月予定）

CSR報告書2012からの変更・修正点
　 　CO2換算係数の変更のため、CSR報告書2012で報告した数値を変更しました。なお、この修

正により、これまでにご報告した実績が大きく異なるということはありません。

　・CO2排出量および排出量原単位

お問い合わせ先
　日清オイリオグループ株式会社

　コーポレートコミュニケーション部

　TEL.03-3206-5109
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会社概要

商号 日清オイリオグループ株式会社

本社 〒104-8285 東京都中央区新川一丁目23番1号

 TEL. 03-3206-5005

代表者 代表取締役社長　今村 隆郎

創立 1907年（明治40年）3月7日

資本金 16,332百万円（2013年3月31日現在）

売上高 309,981百万円（2013年3月期・連結）

経常利益 4,471百万円（2013年3月期・連結）

従業員数 2,867名（2013年3月31日現在・連結）

事業所  本社、大阪事業場、横須賀事業場（中央研究所）、横浜磯子事業場（横浜磯

子工場）、名古屋工場、堺事業場、水島工場、札幌支店、仙台支店、関東信越

支店、東京支店、名古屋支店、大阪支店、広島支店、福岡支店、郡山営業所、

新潟営業所、長野営業所、埼玉営業所、西首都圏営業所、横浜営業所、静岡

営業所、北陸営業所、四国営業所、岡山営業所、鹿児島営業所、横浜神奈川

事業所（2013年3月31日現在）

グループ主要会社（2013年3月31日現在）

連結子会社  攝津製油（株）、日清商事（株）、日清物流（株）、（株）NSP、大東カカオ（株）、

（株）日清商会、（株）マーケティングフォースジャパン、日清ファイナンス

（株）、（株）ゴルフジョイ、もぎ豆腐店（株）、ヤマキウ運輸（株）、大連日

清製油有限公司、上海日清油脂有限公司、日清奥利友（中国）投資有限公司、

Intercontinental Specialty Fats Sdn. Bhd.（ISF）、Industrial Química 

Lasem, S.A.U.（IQL）、T.&C. Manufacturing Co., Pte. Ltd.（T.&C.）

持分法適用関連会社  （株）ピエトロ、和弘食品（株）、幸商事（株）、統清股份有限公司、張家港統

清食品有限公司

特例子会社 日清オイリオ・ビジネススタッフ（株）
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連結売上高
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事業別売上構成比

油脂・油糧事業
66.8%

2013年
3月期・連結

加工油脂事業
24.2%

ヘルシーフーズ事業  2.3%
ファインケミカル事業  4.0%
大豆食品素材事業  1.7% その他事業  1.0%

グループ売上構成比

日清オイリオグループ（株）
48.9% 

2013年
3月期・連結

国内子会社
28.2%

海外子会社
22.9%

グループ従業員比

日清オイリオグループ（株）
40.5% 

従業員数合計
（連結）
2,867名

国内子会社
30.6%

海外子会社
28.9%



トップコミットメント

　日本では少子高齢化で人口が減少していますが、世界
的には人口は増加しており、2050年には90億人を超える
といわれています。また、新興国では生活水準の向上とと
もに肉食が普及し、食用としてだけでなく、飼料としての
穀物需要も増大しています。欧米で本格的に普及しはじ
めたバイオエタノールやバイオディーゼルも、穀物需要の
拡大の一因となっています。
　 一方、環境への配慮から森林伐採や水資源の利用が制
限され、作付面積の拡大には一定の制約条件となり、穀物
の供給能力を大幅に高めることは難しくなっています。
こうした状況下、穀物需給はタイトになり、穀物価格は高
騰を続けています。
　グローバル企業を目指す当社グループは、こういった
構造的な人口問題、食糧問題、環境問題を認識したうえで、
事業構造改革に取り組むとともに、持続可能な事業の仕
組みを構築し、健全で豊かな社会づくりに貢献していきま
す。2011年のグローバル・コンパクトへの参加は、その
意思表明でもあります。
　世界一の生産量を誇る油脂であるパーム油に関しては、
生産量の伸びが著しいのですが、熱帯雨林の乱開発や労
働問題などが社会的な課題となっています。こうした諸

「おいしさ・健康・美」の追求を通して
 持続可能な社会づくりに
 貢献していきます。

日清オイリオグループは、食品メーカーとして、安全
で安心できる商品・サービスを安定的に提供するこ
とを使命としています。食品の持つ基本的な価値を
ステークホルダーの皆様と共有し、持続可能な社会
づくりに貢献していきます。

世界人口が増加し、
穀物の供給に限界がある中、
持続可能な仕組みをいかにつくりあげるか

8 日清オイリオグループ　CSR報告書2013



※1　RSPO Roundtable on Sustainable Palm Oil（持続可能なパーム油のた
めの円卓会議）。熱帯林の保全や生物多様性、森林に暮らす人々の
生活に配慮し、持続可能なパーム油の利用と生産を推進するために
2004年に設立された。

※2　国連WFP協会
 国連WFP（World Food Programme）協会は、飢餓の撲滅を使命

に食糧支援を行うWFP国連世界食糧計画を支援する認定NPO法人
で、日本における公式支援窓口である。

　食品メーカーとしては、安全で安心できる商品・サービ
スを安定的に提供し続けることが使命であり、持続可能
な社会づくりに貢献できるものと考えております。その
うえで、「食」の大切さや楽しさをもっと伝えていきます。
最近、日本人の「食」がいろいろな意味で乱れていると感
じています。健康のためにと、油の摂り過ぎを気にする人
が多いのですが、控え過ぎるのも問題があります。健康の
ためには、栄養バランスが良く、規則正しい食生活を送る
ことが大事です。植物油は体内では作れない「必須脂肪酸」
の供給源ですし、植物油を上手に使うことで、野菜のビタ

日清オイリオグループ株式会社
代表取締役社長

「食」の大切さ、運動と食事の
バランスの大切さを伝えていく

課題への解決に向けて、2012年に当社はRSPO※1 へ加盟
いたしました。グローバル企業として、パーム油産業の健
全な発展に貢献していくためにも、RSPOの理念の普及に
努めてまいります。
　また、世界で9億人ともいわれる人々が食糧不足に苦し
んでいます。この飢餓問題の解決に向けて、当社は特定
非営利活動法人 国連WFP協会※2 の評議会メンバーとし
て、その趣旨に賛同し、さまざまな活動に参加し、支援し
ています。同協会が主催するチャリティウォークイベン
トや当社独自の企画であるチャリティランチなどに従業
員が実際に参加することで、従業員一人ひとりが社会貢
献について考える機会を設けるとともに、従業員のCSR
意識の醸成を図っております。

ミンなどを効率良く吸収できます。何よりも油を使うと
料理がおいしくなります。食品にとっての基本的な価値
である「おいしさ」と「健康」を、植物油によってご提供
し続けていくことが当社としての責務でもあります。当
社が100年以上にわたる長い歴史の中で培ってきた技術
力で、お客様が求める新たな価値を創り出すことはもちろ
んですが、植物油が持つ本来の価値を日々の営業活動を
はじめとして、ホームページや食育活動などを通じて、わ
かりやすく伝えていくことで、皆様の生活をさらに豊かな
ものにしていきたいと考えております。
　健康的で美しい生活という観点で、当社は以前から運
動と食事のバランスの大切さも伝え続けています。その
一環として、スポーツ振興事業への取り組みにも力を入れ
ています。オリンピック日本代表の食事・栄養サポート
や少年サッカー大会などの各種スポーツ大会への協賛な
どもその活動のひとつです。昨年夏のロンドンオリンピッ
クにおいて、当社がサポートしている卓球の福原愛選手、
レスリングの吉田沙保里選手がメダルを獲得したことは、
当社にとっても大きな喜びであり、アスリートにとって大
切な「食」という点で当社なりの貢献ができたものと考
えております。これからもトップアスリートへの食事・
栄養サポートを通じて、アスリートから未来のアスリート
を目指す子どもたち、そしてすべての人々に運動と食事の
バランスの重要性を伝えていきたいと考えております。

日清オイリオグループ　CSR報告書2013 9



特 集

1

食品メーカーの使命、それは、安全で安心な商品・サービスを、
安定的に提供することです。食品の品質に対する要求は、日々
高まっています。当社は、食用油の原料となる大豆や菜種はもち
ろん、容器の材料となる資源や、生産のためのエネルギーを無駄
なく使い、お客様や社会のニーズに応える食用油を安定してお
届けするために、工場の「現場力」を強化しています。

　当社グループの工場は、今年で操業50周年を迎える横
浜磯子事業場をはじめ、長い期間稼動している設備があ
ります。「目をつぶると設備の配管をすべて思い浮かべ
ることができる」というベテラン従業員は、「今年定年
なので、設備の故障や修理に関する記録を残しておこう
と思う」と語っています。長い歴史の中でコツコツと課
題に取り組む姿勢や粘り強さ、日々改善する風土が育ま
れ、それは、人から人への技術・技能伝承や、安全に対す

若手からベテラン技術者まで、
粘り強い取り組みが、ものづくりを支える。
現場力を高める「人材」を育成。

る意識の継承につながっています。一方、生産現場の自
動化が進んだことや、商品の品質に対する要求が高まっ
たことで、会社として組織的な現場力の向上に取り組む
ことが求められています。当社は、メーカーにとって製
造は生命線であるという認識のもと、直面する課題に対
応するために、「QCスクール」や「安全塾」を実施する
とともに、「人材のマルチ化」を推進しています。

毎日の食卓に“植物のチカラ®”を
お届けするために、
ものづくりの「現場力」を強化する。

日清オイリオグループ　CSR報告書201310



　QCという統計的手法に基づいた品
質管理を学ぶことで、物事を数理的に
考える、誤った判断を少なくする、また
効率的かつ効果的に業務を推進するこ
とが可能になります。
　「QCスクールの取り組みも技術・技
能の伝承の一部なのです。技術者とし
て、カンだけに頼ることなく、統計的裏
づけをもって判断することが重要です」

統計的品質管理で、ものづくりを改善
「QC（Quality Control）スクール」

（生産・物流統括部 QCスクール講師 
片山 拡）。
　QCスクールでは、オリジナルのテキ
ストを使って、実際の業務に即した品
質管理手法を学びます。2010年のス
タート以来、これまでに60名の若手技
術者が受講し、それぞれの現場の改善
に役立てています。

　設備の自動化とともに、従来よりも
少人数で製造ラインを管理することが

個人のスキルを高め、全体の現場力を高める
「人材のマルチ化」

可能になりました。当社は、ひとりの
技術者が複数のラインを担当できるよ
うに、国内生産4拠点間の異動や、専門
分野が異なるラインへの担当替えを推
進しています。「生産設備全体の仕組み
を知り、常にメンテナンスや検査部門
とのコミュニケーションをとることで、
トラブルが起きたときの改善も容易に
なります」（生産・物流統括部 岡田昌
俊）。多くの技術者が複数の工場やライ
ンを体験することで、工場間でベスト・
プラクティス（優良事例）を共有したり、
全体最適を考えた工程の改善が行える
ようになることを目指しています。

片山 拡
生産・物流統括部 　QCスクール講師

岡田 昌俊
生産・物流統括部

“安全なくして生産なし”を体感する
「安全塾」
　横浜磯子事業場の一角には、現場で
起こりうる事故を疑似体験できる安全
塾が設けられています。設備の安全対
策が進み、危険な体験をする機会は減
少していますが、それとともに安全に
対する意識が低下することは避けなく
てはなりません。安全塾には、挟まれ・
巻き込まれ、切れ・こすれなど、実際に
現場での発生を想定した18のプログラ

ムが用意されており、
実体験をもって安全
の重要さを語ること
のできるベテラン従
業員が講師を務めて
います。横浜磯子事
業場の従業員はもちろん、他の事業場、
グループ会社の従業員も受講し、安全
に対する意識向上を図っています。

工場内に手づくりの体験設備を設け、現場
で起こりうる事故を疑似体験する安全塾。
写真は原材料の投入や添加処理に使用す
るロータリーバルブ装置での指挟みを、竹
棒を使い疑似体験している様子。
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毎日の食卓に“植物のチカラ®”をお届けするために、ものづくりの「現場力」を強化する。特 集 1

現場力
の
向上

社内活性化活動
（褒める活動）
コミュニケーション力

の強化

改善提案活動
個人の力
の強化

小集団活動
チーム力
の強化

AF運動の概要

　現場力は、ものづくりの土台です。理想的な製造現場
には従業員が誇りと自信をもって仕事をし、それが安全
や品質、生産技術力の向上につながっていくという組織
風土があると当社では考えています。また、「この人の
ようになりたい」という現場のリーダーが身近にいるこ
とが、職場全体のモチベーションアップや環境変化へ対
応するための新たなチャレンジを生み、それが機動性・
柔軟性のある強い組織につながっていきます。ものづく
りの土台を強固なものにし、理想的な製造現場を実現す
るために、当社生産部門では、2011年から「AF（Again-
Future／原点回帰&未来志向）運動」を展開しています。
AF運動は、チームワークの強化に向けて従来から実施
していた「小集団活動」に加え、業務改善に向けた個人
レベルの思考能力の向上を図る「改善提案活動」、日常
の地道な努力などに目を向け、感謝や賞賛の気持ちを伝
えることでコミュニケーション力を高める「社内活性化
活動（褒める活動）」が3本柱となっています。
　「全員参加で、楽しみながらAF運動を推進することで、
しっかりと地に足の着いた現場力をつくりあげ、最終的
には4つの生産拠点がひとつの工場のように連携してい
けるよう取り組みを進めていきます」（常務執行役員 生
産・物流統括部長 栢之間 昌治）。

強い組織は、最後はチーム力がものをいう。
全員参加で現場力を高める「AF運動」を展開。

　社内活性化活動（褒める活動）は、ともに働く仲間を観
察し、言葉にして評価する活動です。褒められた本人のや
る気につながるとともに、他人の頑張りが「見える化」さ
れることで、競争心や意識が向上するだけでなく、他人を
認める心や一緒に頑張ろうという気持ちも育ちます。他部
署や協力会社との横のつながりも広がり、その仲間のひと
ことが、仕事のミスを防止することもあります。

水島工場  総務グループ
（AF運動拠点事務局 )

福永 優美子

AF運動を通じた職場の活性化
に向けて、頑張って取り組んでい
る人がたくさんいて、ほかの人を
引っ張っています。

見えないファインプレーの発見が、
意識向上につながる

水島工場における社内活性化活動（褒める活動）の例

栢之間 昌治
常務執行役員 
生産・物流統括部長
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人の力、チームの力、それが革新的なものづくりを可能にする。

　健康オイル「ヘルシーリセッタ」は、その
ままでは調理に適さない中鎖脂肪酸油を、エ
ステル交換というシンプルな技術で食用油
に取り入れたことがポイントです。シンプル
に作ることの大切さは、製造の現場にも当て
はまります。おいしく安全なものを、材料や
エネルギーなどの無駄なく作る。そのため
に欠かせないのが「現場力」です。近年は

機械化が進んできましたが、やはりものづく
りを行っているのは人ですから、技術の継承
や人材の育成が大切になってきます。そも
そも食用油は、天然の植物で作られますから、
一人ひとりの技術者の力と、工場というチー
ムの力を結集した現場力があってこそ、安全
で無駄なく均一な品質を作り込み、お客様に
お届けすることができるのです。

瀬戸 明
取締役 専務執行役員
※ 2013年6月25日まで
　 生産・生産技術を担当

　精製工場では、熱気などさまざまな要因からフロアが汚
れてしまいます。従来は、清掃によって汚れへの対処を行っ
ていましたが、現在では汚れに対して「原因調査→改善検
討→改善実施→評価」を実施しています。たとえば、床の
腐食の原因が、ポンプ上部のバルブパッキンの経年劣化
による微量な漏れであることをつきとめ、設備の液漏れを
改善し、さらに床のエポキシ補修を行った事例もあります。
今後も、さらに活動を続け、今までの精製工程からは想像も
できないような「きれいな生産現場づくり」を目指します。

　名古屋工場には「何でもやろう」という風土があり、現
場には改善活動が根づいています。その一例として、生産
工程で使用する油圧式モーターの作動油を、従来の非食用
油から、植物由来の食用油脂に変更したことがあげられま
す。単なる油の変更にとどまらず、生産設備の改善にも及
びましたが、より安全な植物由来の食用油脂を使用したい
という思いで改善を成し遂げました。

名古屋工場  物流・サイログループ 主管
住吉 康男

成功までに2年の歳月がかかりまし
た。何度トラブルがあってもあき
らめずに原因を追求し、改良を重ね、
得られた技術で現場力を高めます。

汚れへの対処法を見直し、
常にきれいな状態を実現する

横浜磯子事業場における小集団活動の例

お客様の安全のために、
いちはやく設備を改善

名古屋工場における改善提案活動の例

堺事業場では、AF運動と連携して、活力のある(energetic)、
環境にやさしい(ecological)、効率的な(economical)職場
づくりに向けて、“e-Factory堺”の活動を推進しています。
従来は部署ごとに行っていた安全衛生防災やボランティ
ア、工場見学、省エネなどの活動を部署横断的に行うこ
とで、従業員同士のコミュニケーションを深めています。

堺事業場
攝津製油（株）堺事業所油脂工場
品質・技術グループ品質管理チーム

大泉 真理子

活動を通じてコミュニケーションを深め、
活力ある組織をつくる e-Factory 堺

現場力を高めるその他の活動

活動を通して他の部署の人
と知り合うことで気軽に質問
できるようになり、結果とし
て工程改善や業務の効率化
につながっています。
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特 集

2

※ 天然の植物成分「中鎖脂肪酸」の働きで、体に脂肪がつきにくい健康オイル。
　 特定保健用食品です。

　当社は、JOC（日本オリンピック委員会）オフィシャル
パートナーになる以前から、食事と運動の関係に着目して
きました。食事は栄養とおいしさのバランスが大切であ
り、身体に大きく影響します。中でも食用油は身体にとっ
て大切なエネルギー源であり、料理をおいしくする働きを
持っています。当社は、「おいしさ・健康・美」の追求を
コアコンセプトとする創造性・発展性ある事業を展開し、

人々・社会・経済の発展に貢献することを経営理念とし
ています。その一環として、スポーツ振興事業に取り組
み、オリンピック日本代表選手や未来のアスリートなどを

「おいしさ・健康・美」の追求をコアコンセプトに、
“植物のチカラ®”の可能性を
新たな価値として社会と共有する。

当社は、“植物のチカラ®”を最大限に引き出し、「おいしさ・健康・
美」を追求してきました。2003年には、健康オイル「ヘルシーリ
セッタ※ 」を発売。オリンピック選手の食事・栄養サポートや、全
日本少年サッカー大会に参加する選手や保護者の皆様への食事
提案などを通じて、バランスの良い食事と運動の大切さを伝えて
います。

トップアスリートから子どもたちまで、
バランスの良い食事と運動の
大切さを伝えていく。

当社管理栄養士による福原
愛選手への食事・栄養サポー
トの様子。個々の選手の状
況に合わせ、より詳細なアド
バイスを行っている。
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1997年
「ウーマンズ・スイム・
フェスティバル」協賛
泳ぐことが大好きな女
性スイマーが参加する
水泳大会「ウーマンズ・
スイム・フェスティバ
ル」に、第1回大会から
協賛。現在も継続中。

2005年
「JOCオフィシャル
パートナーシッププログラム」
契約締結
フリースタイルスキー・
モーグルの上村愛子選手と
スポンサーシップ契約締結
食事・栄養サポート開始。

日清オイリオグループ　主なスポーツ振興事業活動の歴史

2006年
全日本少年サッカー
大会協賛（U12）
「横浜F・マリノス
親子サッカー教室」主催
いずれも現在も継続中。

1978 年
「日清サラダ油
サマースクール」
実施
元水泳日本代表 木原
光知子さんを団長とし
て、第1回目はサイパ
ンを舞台に実施。以後
1980年まで継続。

1980 年
「日清サラダ油　
木原光知子のスイミング
スクール」実施
毎年夏休みに親子50組を抽
選で招待し、国内（毎年3地
区・1泊2日）での開催。以
後1993年まで開催。

1993年のスイミング
スクール開校式の様子

1982年
「神奈川マラソン」後援
1979年から開催されてい
る「神奈川マラソン」を
第4回大会から後援。横
浜磯子事業場は、この大
会のスタート地点、ゴー
ル地点となっている。現
在も継続中。

横浜磯子事業場が大会
のスタート地点、ゴール地
点となる「神奈川マラソン」

第1回  日清サラダ油
サマースクール告知
チラシ（1978年）

2007年
卓球の福原愛選手との
スポンサーシップ
契約締結
食事・栄養サポート開始。

「食」の面からサポートを行うことで、健康的で幸福な「美
しい生活」（Well-being）を提案しています。そのために、
当社は今後も、長年培ってきた食用油脂をはじめとする

「食」に関する技術の発展に努め、“植物のチカラ®”の可
能性を社会と共有する新たな価値として提案していきま
す。
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トップアスリートから子どもたちまで、バランスの良い食事と運動の大切さを伝えていく。特 集 2

　当社は2005年、スポーツ振興事業の一環として、ス
ポーツの原点であるオリンピックのサポートを開始しま
した。現在は年間を通じて、卓球の福原愛選手、レスリン
グの吉田沙保里選手、フリースタイルスキー・モーグル
の上村愛子選手・伊藤みき選手の食事・栄養サポートを
行っています。トップアスリートは、子どもの頃からの
指導で食事の大切さを理解していますが、日々の食事内
容は、競技種目、シーズン、体格、トレーニング目標など
によって個人差があり、それぞれに合わせて、カスタマイ
ズすることが重要となります。そのため、当社の管理栄
養士がそれぞれの選手と話し合い、目標を共有し、献立イ
メージなどを作成しています。日々のやりとりはメール
で行い、適宜食事の内容を確認し、選手の状況に合わせて
指導を行うという手順でサポートを行っています。アス
リートたちは、「疲労回復が早くなった」「今年は風邪を
引かなかった」「競技の結果につながったようだ」という
ような気づきをきっかけに、食事の大切さについてさら
に認識を深めていきます。また、海外遠征時は自炊がで

きず、ホテルの食事など外食が続くこと
も多く、国によって食環境が異なるので、
それぞれの状況に対応するためのアドバ
イスも行っています。

アスリートは、競技で結果を出すことが求められます。

必死に練習に取り組む一方で、食事は楽しみでもある

ので、ストレスにならないように気をつけてアドバイス

しています。サポートを続ける中で、「アドバイス通り

にすると、調子がいい」ということの積み重ねが、信頼

関係につながります。先日、福原選手から、手作りの夕

食の写真が送られてきました。「バランスのことは、意

識せずに作った」と言っていましたが、楽しみながら、

自然にバランスの良い食事を作ることができていたこ

とが、サポート活動の成果として嬉しく思いました。

福原愛選手の手作り料理を見て、
サポート活動の成果を感じました。

清原 知子
コーポレートコミュニケーション部

宣伝・広告グループ 主管

JOCオフィシャルパートナーとして、
オリンピック選手を食事・栄養サポート。

福原愛選手への「食事・
栄養サポートレシピ」。種
目やシーズンによって選
手へ提供されるレシピが
変わるので、これらを参考
に、各選手が自身の食事
管理を行っていく。

左より、卓球の福原愛選手、レスリングの吉田沙保里選手、
フリースタイルスキー・モーグルの上村愛子選手、伊藤みき選手

トップアスリートの食事・栄養サポートのメニュー提案
では、当社の「ヘルシーリセッタ」をはじめとした食用
油が、レシピの中で使用されている。
写真は、ヘルシーリセッタ 600g。
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食と健康についてゲームをし
ながら楽しく学ぶことができ
るコーナーも設置（右上・右下）。
決勝大会期間中は少年たちの
身体づくりに合わせた献立の
提供も行われる（下）。

全日本少年サッカー大会では保護者や指導者向けに栄養講座も開催。

取引先と共同で主催する「ジュ
ニアサッカースクール」。
写真上は大分市で開催された
様子。スペシャルコーチは、サッ
カー元日本代表の福西崇史
氏。写真下はさいたま市で開
催された「ジュニアサッカース
クール」での練習風景。いず
れも2012年11月開催。

スポーツ振興事業を通して、多くの方々に健康的な食生活を提案していきたい。

　食事やスポーツの持つ意味は、それぞれの
人によって異なります。トップアスリート
にとって、食事はスポーツのスキルを上げる
ためのトレーニングを支える大切な要素で
す。子どもたちにとっては、成長期のステー
ジに合わせた食事が大切になります。そして、
一般の方にとって食事やスポーツは、楽しく
健康な生活を送ることにつながります。

　健康はバランスの良い食事と適度な運動
が基本です。当社は、おいしさや栄養に関わ
る食用油を提供するとともに、スポーツ振興
事業をはじめ、親子向けの料理教室や食育イ
ベントの開催、ホームページでの情報発信な
どを通じて、健康で楽しい食生活を広めてい
きたいと考えています。中澤 祐喜

コーポレート
コミュニケーション部長

　当社は、2006年に全日本少年サッカー大会（U12）決
勝大会への協賛を開始しました。これは、未来のトップア
スリートを夢見ている少年たちにとって、あこがれの大会
です。決勝大会会場では、強い身体と心をつくるための食
生活のポイントやおすすめレシピを紹介した『親子で楽し
む！食生活サポートBook』を配布し、また管理栄養士に

よる講演会を行い、保護者
や指導者の皆様にバランス
の良い食事習慣の大切さを
アピールしています。健康
と食用油の関係や、中鎖脂
肪酸の特長を説明するため
のブースでは、お子さま向
けのゲームも開催し、楽し
く学んでいただいています。

少年サッカーのサポートを通じて、
子どもの頃からの食事習慣の大切さをアピール。

『親子で楽しむ！
 食生活サポートBook』

　また、元日本代表選手をスペシャルコーチに迎え、全国
各地でジュニアサッカースクールも開催しています。ス
ポーツをする楽しさや、強い身体と心をつくるために大
切な食生活を、親子で体験できるプログラムです。

日清オイリオグループ　CSR報告書2013 17



CSR活動の課題 ・実績・評価
私たちは2005年にCSRに対する取り組みの基本方針を定めた際に、主たるステークホルダーをお客様、取引先、株主・投資家、
従業員、社会、環境とし、ステークホルダーごとにCSRの方針を策定し、取り組んでいます。
以下に、各ステークホルダーに対する取り組み方針とともに、2012年度の取り組み課題、実績、および評価について報告します。

※【自己評価基準】◎：目標が達成できた　○：ほぼ達成（未達分の目途がついている）　△：課題を残した

「おいしさ・健康・美」を追求した、安全・安心でお客様にとって価値ある商品・サービスを安定的にご提供し続けます。お客様の声を絶えずお
聞きして、“植物のチカラ®”を、独創的な技術で商品・サービスに活かしていくとともに、お役に立つさまざまな関連情報を常に発信していきます。

方 針

お客様

2012年度CSR取り組み課題 2012年度CSR課題、方針に則った取り組みの主な実績 自己評価 ※

・ 品質マネジメントシステムの有効性の強化

・ ISO9001品質マネジメントシステムの実施状況に関する内部監査、外部監査の実施
（P.39） 

・ISO9001内部品質監査員スキルアップセミナーの開催（P.42）

・国内外のグループ企業との品質保証に関する情報共有、レベルアップに向けた
  取り組み（大連日清製油からの研修生受け入れ）（P.42）

・ISO関連データベースの再構築（P.45）

・お客様の声を活かした商品改善の実施（P.48～49）

◎

フェアネス（公平・公正）に基づいた相互信頼のパートナーとしての関係を築き、共同で商品や市場を開発し、ともに成長していきます。
方 針

取引先（販売先・調達先）

2012年度CSR取り組み課題 2012年度CSR課題、方針に則った取り組みの主な実績 自己評価 ※

・ サプライヤーおよび取引先との共同による、
  顧客・消費者の立場に立った新技術開発
  および商品の開発

・取引先とのギフト化粧箱開発  (P.54)

・油脂サプライヤーとしてRSPO（持続可能なパーム油のための円卓会議）への加盟(P.55)

・政策説明会による取引先とのコミュニケーション （P.55）

・取引先とのPB商品の開発・上市

◎

健全な成長と安定した企業業績のもとで、株主様との双方向コミュニケーションの推進による良好な関係を築きながら、株主価値の向上、適切
な利益還元に努めます。また、広く投資家の皆様に向けて、適切な情報開示を行います。

方 針

株主・投資家

2012年度CSR取り組み課題 2012年度CSR課題、方針に則った取り組みの主な実績 自己評価 ※

・株主・国内外投資家の皆様への情報発信と
  コミュニケーションの強化

・株主様工場見学会の継続実施による株主様とのコミュニケーション強化  (P.57)

・個人投資家、機関投資家に対するIRセミナーなどの情報発信の継続実施  (P.57)

・正確で信頼性の高いIR情報のホームページ上におけるタイムリーな開示  (P.58)

・ 年2回、機関投資家・アナリストやマスコミの皆様を対象にした決算説明会の開催
(P.58)

・外国語（英語、中国語）ウェブサイトのリニューアル実施

◎
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時代に合った働きやすい環境を整え、持続的に従業員が自己の成長を感じられる働きがいのある、いきいきとした安全で衛生的な職場を実現します。
方 針

従業員

2012年度CSR取り組み課題 2012年度CSR課題、方針に則った取り組みの主な実績 自己評価 ※

・「人材・組織競争力の最大化」および
  「安心かつ働きがいのある職場づくりと
  業務改革による生産性向上」の推進

・ワークライフバランスの推進に向けた次世代育成行動計画（2011年度～2014年度）の
  実施  (P.65)

・従業員の能力開発に資する各種教育プログラムの実施［海外視察研修の実施  (P.61～62)、
  オイリオ塾の開催（P.61）］

・生産性の向上、総実労働時間の短縮を目的とした全社的な業務改革運動の推進

◎

良き企業市民として地域社会に貢献するとともに、国際社会の一員としても良好な企業活動や積極的なコミュニケーションを図り、社会ととも
に発展していくよう努めます。

方 針

社会

2012年度CSR取り組み課題 2012年度CSR課題、方針に則った取り組みの主な実績 自己評価 ※

・ 国連グローバル・コンパクト参加企業と
  してのグローバルCSRの社内プログラム
  の企画
・食に携わる企業としての社会貢献活動の
  実施、社内ボランティアの活動支援

・国連グローバル・コンパクト説明冊子の作成・配布 (P.22)

・国連WFP協会主催のチャリティウォーク「ウォーク・ザ・ワールド」の
  大阪府堺市での自主開催 (P.67)

・地域イベント、食育イベント、工場見学会の開催 (P.74～76、P.80)

・食生活を中心とした社会全般の調査・考察についてのショートレポートの発行 (P.81～82)

◎

常に未来に向けた技術で、“植物のチカラ®”を引き出し、原料・資材の調達から、生産、納品、ご使用、廃棄にいたるまで、地球環境に配慮した商品・
サービスの開発・ご提供を目指します。またこれらを通じて、低炭素社会、資源循環型社会、自然共生社会の構築を目指した取り組みの推進に努
めます。

方 針

環境

2012年度CSR取り組み課題 2012年度CSR課題、方針に則った取り組みの主な実績 自己評価 ※

・2013年度以降の新中期目標の策定
・当面の電力不足やエネルギー関連の
  新たな施策に向けた対応

・2013年度以降の新中期目標の設定  (P.88)

・生産拠点における節電対応の実施  (P.94)

・省エネ機器の導入  (P.94～95)

・環境啓発活動の一環としての省エネ講演会の実施 （P.94）

・CO2総排出量159,801t-CO2（基準年度比8％削減を21.1％削減で目標達成）(P.92)

・CO2排出量原単位  0.264 t-CO2/t（基準年度比16％削減を18.4％削減で目標達成）(P.92)

・廃棄物再資源化率99.87％で目標達成継続(P.88)

◎

CSRを支える基盤
2012年度CSR取り組み課題 2012年度CSR課題、方針に則った取り組みの主な実績 自己評価 ※

・グループ全体での内部統制システム、
  リスク管理、コンプライアンス体制の
  レベルアップ
  （コンプライアンス体制の再点検、
  内部統制システムの継続的運用など）
・リスクアセスメントの強化
  （本質安全化の推進）と実効性ある
  安全義務教育活動の充実

・コンプライアンス・プログラムの実施(新入社員研修、下請法セミナー )  (P.29)

・行動規範の理解を目的としたウェブ・ラーニングの実施（P.30）

・ソーシャルメディア利用に関する行動指針の策定（P.32）
◎
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日清オイリオグループのCSR
CSRの基本方針
　経営理念の実現を通じてステークホルダーの皆様の期待と信頼にお応えすることが、私たちに

とってのCSRです。

日清オイリオグループの経営理念
1. 企業価値の追求と、その最大化を通じた人々・社会・経済の発展への貢献

　私たち日清オイリオグループは、顧客・株主・従業員にとって存在価値のある企業グループと

して、その存在価値の追求と最大化を通じて、顧客・株主・従業員および日清オイリオグループ

とともに歩む人々の幸せを実現するとともに、あわせて社会・経済の発展に大いに貢献し続けます。

2. 「おいしさ・健康・美」の追求をコアコンセプトとする創造性、発展性ある事業への飽くなき探求

　私たち日清オイリオグループは、生産者・社会の視点にたち、「おいしさ・健康・美」の追求

をコアコンセプトとする新たな価値を創造し社会に提供していく事業およびその周辺事業等の企

業活動を通じて、絶えず、発展・進化していく企業グループであり続けます。

3. 社会の一員としての責任ある行動の徹底

　私たち日清オイリオグループとその従業員は、地球環境問題への主体的な取り組み、社会倫理

の遵守等を通じて、現代社会に生きる一員として責任を全うしている企業グループおよびその構

成員であり続けます。

コアプロミス
　日清オイリオグループは、健康的で幸福な「美しい生活」（Well-being）を提案・創造いたします。

そのために私たちは、無限の可能性をもつ植物資源と、最高の技術によって、あなたにとって、あっ

たらいいなと思う商品・サービスを市場に先駆けて創り続け、社会に貢献することを約束いたし

ます。
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CSRマネジメント

CSRの取り組みの基本方針

意義・目的
・ CSRとは、あらゆるステークホルダーとの関わりを重視し、「法的な責任を果たすこと」はもち

ろん、安全で安心できる商品・サービスの安定的な提供、環境問題への取り組み、社会貢献、情

報開示など、「あらゆるステークホルダーからの期待に応えること」です。

・ 日清オイリオグループにとって、経営理念の実現そのものが、CSRに対する取り組みに直結する

ものです。

・ 日清オイリオグループは、CSRに対する主体的な取り組みによって、あらゆるステークホルダー

からの信頼・共感の維持・向上を図り、企業の持続的発展、企業価値の向上を目指します。

行動指針
　「日清オイリオグループ行動規範」をCSRに対する取り組みの行動指針として位置づけ、日清

オイリオグループを構成する全員の主体的な取り組みを推進します（行動規範の詳細は当社ホー

ムページに記載しています）。

日清オイリオグループのCSRイメージ
　当社グループは、1907年の創立以来、植物がもつ3つのチカラ、「おいしくするチカラ」「健康

にするチカラ」「美しくするチカラ」を最高の技術によって引き出し、世の中にお届けしてきました。

　「おいしさ」「健康」「美」。これらの喜びを、健康的で幸福な「美しい生活」（Well-being）として、

提案・創造していきます。

　そして、社会や環境の分野においても、“植物のチカラ®”を活用し、世の中に貢献します。

ブランドコンセプトに基づくCSRの概念図

おいしくする
チカラ

「美しい生活」（Well -being）の創造

社会の一員としての責任ある行動

環境・社会に
役立つチカラ

健康にする
チカラ

美しくする
チカラ お客様 取引先 株主・投資家

従業員 社会 環境

日清オイリオグループの主たる
ステークホルダー
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国連グローバル・コンパクトへの参加
　日清オイリオグループは、2011年7月、国連が提唱する「グローバル・

コンパクト」に参加しました。国連グローバル・コンパクトは、「人権」「労

働」「環境」「腐敗防止」の4分野について組織が遵守すべき普遍的原則

を示したものです。

　国際的な企業グループとして、国連グローバル・コンパクトの理念を

取り入れCSRの取り組みをさらに推進し、ステークホルダーからの信頼

に応えていきます。

国連グローバル・コンパクトとは

国連グローバル・コンパクトは、参加各企業が責任ある創造的なリーダーシップを発揮す

ることによって、社会の良き一員として行動し、持続可能な成長を実現するための指針で、

1999年、当時の国連事務総長のコフィー・アナン氏が提唱したものです。

国連グローバル・コンパクト参加企業は、人権の保護や不当な労働の排除、環境への対応、腐

敗の防止に関わるCSRの基本10原則に賛同する企業トップ自らのコミットメントのもとに、

その実現に向けて努力を継続します。

国連グローバル・コンパクト　10原則

人権
原則1 ：人権擁護の支持と尊重

原則2 ：人権侵害への非加担

労働

原則3 ：組合結成と団体交渉権の実効化

原則4 ：強制労働の排除

原則5 ：児童労働の実効的な排除

原則6 ：雇用と職業の差別撤廃

環境

原則7 ：環境問題の予防的アプローチ

原則8 ：環境に対する責任のイニシアティブ

原則9 ：環境にやさしい技術の開発と普及

腐敗防止 原則10：強要・賄賂等の腐敗防止の取組み

国連グローバル・コンパクト説明冊子の作成
　国連グローバル・コンパクトの理念の社内浸透を目的に、国連グロー

バル・コンパクト10原則の内容解説冊子を作成し、当社および子会社の

役員・従業員に配布しました。それぞれの原則について「目指すもの」

「解説」「日清オイリオグループの業務とのかかわり」の項目を設け、従

業員が国連グローバル・コンパクトの10原則を自分の業務と関連づけ

て理解し、実践できることを目指しています。

冊子表紙


